
 

 

 

 

 

 

令和８年度第４回教育委員会定例会 
 

議事日程及び議案等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月２３日（木） 

１６時００分 

 

於：女性第一・第二研修室   
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     議事日程     令和８年７月２３日（木）１６時００分   

女性第一・第二研修室 

 

１ 開 会 

２ 会議成立の宣告  

３ 会議録署名者の指名 

４ 会議の公開等について 

５ 議案審査順 

公開予定（案） 

報告事項(2)   ワールドステップｅラーニング事業及びＯＩＳＴ訪問科学技術研修事

業について 

報告事項(3)   令和８年度鹿児島市教育講演会及びＮＥＸＴ Ｋフォーラムについて   

報告事項(6)   令和８年度かごしま創志塾・ジュニア創志塾について  

非公開予定（案） 

報告事項(1)   第六次鹿児島市総合計画後期基本計画（教育委員会関係分）について  

報告事項(5)   （仮称）鹿児島市新学校給食センター整備運営事業を実施する民間事

業者の選定に係る優先交渉権者の決定について  

報告事項(4)   陳情第６７号「公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中

立性と安全確保を求めることについて」に対する教育委員会の現状等

ついて 

６ その他 

７ 閉 会
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ワ ールド ス テッ プｅ ラ ーニング事業
S tan ford e-Kagoshim a City

Ｏ Ｉ Ｓ Ｔ 訪問科学技術研修事業

学校教育課

報告事項（ ２ ）

Award Ceremony at   

ワ ールド ス テッ プ
ｅ ラ ーニング事業

S tan ford e-Kagosh im a City
事業説明
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【 事業内容】
米国ス タ ン フ ォ ード 大学教育機関の専任講師と 連携し た市立高校生向けのオ

ン ラ イ ン 講座を 開催し 、 よ り 探究的な学びの機会を 提供する こ と によ り 、 グ
ロ ーバル社会での活躍を目指す高い意欲と 志を持っ た人材の育成を 図る 。

【 授業形態】
プロ グラ ム参加者は、 事前学習を 行っ た上で、 オンラ イ

ン講義を受講し 、 受講後に事後課題に取り 組む。 講義は全
て英語で行われる 。
（ 全１ ２ 回 9月～３ 月、 原則隔週土曜日の午前９ ０ 分）

優秀者２ 名は、 次年度の夏ス タ ンフ ォ ード 大学の表彰式へ参加。

講義テーマ
多文化共生、 日米関係、 批判的思考 起業家精神
テク ノ ロ ジーと イ ノ ベーショ ン など
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豊かな自然に囲まれた広大なキャンパス

OIST

国際性・多様性豊かなコミュニティ
学生の8割が外国人と いう 国際的な大学院
教育およ び研究はすべて英語で行われている

学際性
学部を設けず、 複数の分野やアプロ ーチを
組み合わせて研究

【OIST】
理工学分野の5年一貫制博士課程を置く 学際的
な大学院大学。 世界の科学技術に貢献する と と
も に、 国内外の優れた研究者を招へいし て質の
高い研究を行い、 世界最高水準の研究を推進す
る と と も に、 沖縄の技術革新や産業発展を牽引
する こ と を目的と し て、 日本政府によ って設立
さ れた。

（沖縄科学技術大学院大学）

OISTについて説明を受ける 様子

【事業内容 Ｒ６～】
・ OISTのSEEDプロ グラ ムへの参加を通し て、 科学技
術分野への進学や研究を 志す生徒を 育成する 。

・ 国際的な研究環境や多様な学生と の交流を 通し て、
英語力の向上を図る 。

・ 「 総合的な探究の時間」 のカリ キュ ラ ム改善を図る 。
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令和８年度鹿児島市教育講演会及びＮＥＸＴ Ｋフォーラムについて 

 

 

１ 教育講演会 

（１）趣旨 

   教師としての教育活動の在り方についての示唆を得るとともに今後の職務に対する意欲 

を高める機会とする。 

（２）対象  市立幼・小・中・義務教育・高等学校の教職員 

（３）期日  令和８年８月２５日（火） 

（４）日程  ア 開  場  １４：００        

       イ 開会行事  １４：３０～１４：４０ 

       ウ 講  演  １４：４０～１６：１０ 

       エ 閉会行事  １６：１０～１６：２０ 

（５）場所  中央公民館（ホール） ※ 対面とオンラインで実施。 

（６）演題  「ＡＩ時代を生きる子どもたちと教師の役割」 

（７）講師  矢口 祐人（東京大学副学長） 

 

２ ＮＥＸＴ Ｋフォーラム 

（１）趣旨 

   中高生が、複雑化・多様化する現代社会の様々な課題にどのようなアプローチで取り組

めばよいかを考えるとともに、未来の学びのモデルを知ることで自分の将来について考え

る機会とする。 

（２）対象  市立中・義務教育・高等学校生徒及び教職員、保護者の希望者（最大６００名） 

（３）期日  令和８年８月２５日（火） 

（４）日程  ア 開  場   ９：３０         

       イ 開会行事   ９：５０～１０：００   

       ウ 講  演  １０：００～１１：１０   

       エ 生徒発表 １１：１０～１１：２５  

         昨年度ＯＩＳＴ参加者(鹿児島玉龍高校生)によるプレゼンテーション 

オ 閉会行事  １１：２５～１１：３０   

（５）場所  中央公民館（ホール） 

（６）講師  矢口 祐人（東京大学 副学長） 

（７）演題  「Think Global, Act Your Way ―世界を視野に自分らしく生きる力―」 

【講師プロフィール】 

東京大学副学長（グローバル教育推進担当）・大学院総合文化研究科教授。 

札幌市生まれ。 

Goshen College（アメリカインディアナ州）卒業後、College of William and Mary（アメリ

カバージニア州）でアメリカ研究の博士号取得。専門はアメリカ研究・太平洋島嶼文化研究。  

東大の教育の国際化に長く関わっており、学部英語学位プログラム(PEAK)、教養学部国際交流

センター、グローバルキャンパス推進本部、グローバル教育センターの創設に関わった。現在

は、グローバル教育センター長およびCollege of Design企画調整室副室長を務める。 

報告事項（３） 
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令和８ 年度かご し ま 創志塾・ ジュ ニア創志塾について 

 
１  目的   
  国内外で活躍する 講師と の出会いやＡ Ｌ Ｔ と の交流、 鹿児島の歴史と 文化に関する 学習、 宿

泊体験活動等を 通し て、郷土に愛着と 誇り を 持ち、グロ ーバルな視野で次世代を 切り 拓き 社会を

リ ード する 心身と も にたく ま し い人材の育成を 図る 。  

 

２  概要 
 

 対象 事業開始 卒塾生 

かご し ま 創志塾 中高生 Ｈ ２ ７ ～ ３ ２ ３ 人 

ジュ ニア創志塾 小５ ・ ６ 年生 Ｈ ３ ０ ～ ２ ６ １ 人 

 
３  実施期間（ 令和８ 年度）  
 

入塾式・ 第１ ス テージ ７ 月１ ２ 日（ 日）  １ 日 

第２ ス テージ ８ 月 ５ 日（ 水） ～ ６ 日（ 木）  １ 泊２ 日 

第３ ス テージⅠ １ ０ 月１ ７ 日（ 土）  １ 日 

第３ ス テージⅡ １ １ 月 ７ 日（ 土） ～ ８ 日（ 日）  １ 泊２ 日 

第４ ス テージ １ ２ 月 ６ 日（ 日）  １ 日 

発表会・ 入塾式 １ ２ 月１ ３ 日（ 日）  １ 日 

 

【 入塾式・ 第１ ス テージの様子】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４  第１ ス テージ終了後の塾生の感想（ 抜粋）  

かごし ま 創志塾 

（ 人間関係力）  

・ き つい状況の中でも 他者を 思いやり 、 楽し も う と する 心が何よ り も

大切で、 よ り よ い人間関係を つく る のだと 学んだ。  

・ 自分は固定概念にと ら われていて、 広い視野で見れていないと 感じ

た。  

ジュ ニア創志塾 

（ 異文化理解）  

・ 自分たちが思っ ている 日本と 外国の人が思っ ている 日本が違う こ と

を 学んで、 も っと 知り たいと 思っ た 

・ 日本と 他の国では別の価値観がある こ と を 改めて痛感し 、 相手の見

方を 考える こ と が大切だと 思っ た。  

今年度は、  

かご し ま 創志塾 第１ ２ 期生 

ジュ ニア創志塾 第９ 期生 

を 各３ ２ 人の定員で募集し た。  

か
ご
し
ま
創
志
塾 

ジ
䣻
ニ
ア
創
志
塾 

報告事項（ ６ ）  
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５  活動プロ グラ ム （ 令和８ 年度）  

 

【 かご し ま 創志塾】  
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【 ジュ ニア創志塾】  
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○ 塾生の感想（ 令和７ 年度）  

かごし ま  

創志塾 

かご し ま 創志塾に参加し て、 一番心に残っ ている のは「 人と の出会いが自分

を 広げてく れる 」 と いう 実感です。 様々な場面で創志塾のメ ン バーや講師の先

生方と 交流し 、 価値観や考え方の違いに触れる たびに、 自分の考え方を みつめ

直すき っ かけが生ま れま し た。 ま た、 自分の興味を 大切にし 、 今でき る こ と を

頑張り 続ける こ と ができ ま し た。 こ れから は、 創志塾で学んだこ と を 生かし て、

学ぶ姿勢を 忘れずに、 様々なこ と に挑戦し 、 よ り 成長し た自分を 目指し ていき

たいです。  

かご し ま 創志塾では、 学校や教科書では学べない貴重な経験や時間を 過ごす

こ と ができ ま し た｡私は創志塾に参加し て、「 前向き に物事を 考えら れる よ う に

なっ た」 こ と や、「 仲間と 交流する こ と で新し い視点や考え方に気づける よ う に

なっ た」 こ と を 強く 感じ ていま す。 見学や講話を 通し て、 今ま で知ら なかっ た

こ と や触れたこ と のなかっ た世界に深く 関わる こ と ができ 、 一生の宝物になり

ま し た。 こ れから も 成長を 続け、「 未来の鹿児島」 を 担える 存在になれる よ う 努

力し ていき たいです。  

ジュ ニア 

創志塾 

ジュ ニア創志塾を 通し てコ ミ ュ ニケーショ ン の大切さ を 改めて感じ ま し た。

以前の私は意見を 発表する こ と が苦手でし たが、 発表の場が多かっ たため勇気

を 出し て挑戦し ま し た。 する と 新し い考えが生ま れ、 異なる 意見を 知る こ と が

でき ま し た。 こ れから も 多く の人と 意見を 交わし 、 自分の視点を 広げていき た

いです。  

火山灰が降る と 、目が痛く なる し 、車も 街も 汚れる 。だから 、桜島は厄介者だ

と 思っ ていた。 ジュ ニア創志塾に参加し て、 桜島は温泉を 生み出し たり 、 小み

かんや大根が収穫でき たり も する めぐ みの島だと 知っ た。 私は、 物事を 一方か

ら 見て決めつけず、 色々な角度から 見る 大切さ に気付いた。 こ れから は、 こ の

こ と を心に留めて活動し たい。  

 

 
○ 保護者の声（ 令和７ 年度）  

かごし ま  

創志塾 

一人一人の子供たちの発表を 聞き 、 自己の生き 方、 在り 方を 考える 貴重な場

であっ たと 感じ ま し た。 家庭や学校では学びえない体験や出会い等を いただい

たこ と に感謝し ま す。 こ の取組の更なる 充実を お願いし ま す。  

も のの考え方が変わり 、 多様性を 持った考え方を する よ う になり ま し た。 初

めは知ら なかっ た仲間と も 意見を 出し 合い、 協力し て成長でき ま し た。 今後も

こ の事業を 続けて、 多く の子供たちの成長に協力し てく ださ い。  

ジュ ニア 

創志塾 

毎回参加する 度に胸を と き めかせ、 帰宅後はと びき り の笑顔で「 楽し かっ た

よ 。 お友達ができ たよ 。 こ んなこ と を 学んだよ 。」 と 家族に話し てく れま し た。

素敵な体験を さ せていただき 、 感謝の気持ちでいっ ぱいです。 親子共に学びが

あり 、 心も 成長でき ま し た。  

将来やり たいこ と を 決めていく 上で、 こ う いう 体験は子供たちにと っ て、 と

ても 良い刺激になる と 思いま す。 自分が子供の頃にも 、 こ う いう 学ぶ場があっ

たら よ かっ たのにと 思う ほど でし た。 こ れから も こ のよ う な学ぶ場を 続けてほ

し いです。  
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